
　　　　

7 年 4 月 1 日　改正

8 時 30 分から 17 時 15 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 常総市児童デイサービスセンター 作成日

支援プログラム

発達の段階に沿った課題に取り組み、知識の発達を促します。得た知識を生活の中で活用できるように、実際の生活の場での体験を行えるように、家庭と連携し経験の場を作ります。
いろいろな課題を提供することで、幅広い知識の習得の機会を作ります。
ソーシャルスキルカード等を利用しながら、ルールを知ったり、行動の学習を行います。ヒントを伝えたり視線の方向などを伝え、自分で考えて行動できるように、活用できる知識を増や
し、行動がスムーズになるように支援します。

表出言語だけではなく、指さし、身振り、サイン、カードやコミュニケーション機器の活用等、本人の発達に沿ったコミュニケーション手段を活用し、自分の気持ちや依頼を相手に伝えら
れるように支援します。また、相手からの言葉の理解が高まるように支援します。言葉の理解が高まることで、環境や状況の理解がスムーズになるよう支援します。言語指導では、うまく
発音できない音や未熟な音について、構音訓練により正しい発音を獲得する訓練を受ける事もできます。

ポーテージ集団指導では、マッサージや手遊び、ダンス等に取り組みながら、親子で一緒に取り組む機会を提供します。小さな成功をほめられる機会を増やします。ご家族にもほめるタイ
ミング等をお伝えします。他者と関わりながら、周りの人を意識する行動ができるようになったり、相手とのやりとりを促します。気持ちの切り替えがスムーズにできるように環境や方法
について調整できるように支援します。ルールに沿って取り組む活動を提供し、集団や遊びに参加できるように支援します。小集団では小学校に向けて、場の雰囲気に慣れたり、発表する
機会を提供します。就学児の集団では、ゲームや活動に取り組み友達と一緒に協力して活動できる機会を提供します。

事業所理念 ・お子さん一人ひとりが、できる嬉しさや楽しさを感じながら「自立」に向けて成長していけるように、ご家族と一緒にお子さんの発達を助けるための支援を行います。

支援方針

・色々な経験を通して一人でできることが増え、自信が付き、みんなと一緒に活動に取り組めるように支援します。
・社会生活に必要な知識やルールを身につけ、地域で楽しく社会参加ができるように支援します。
・どのプログラムも「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間性・社会性」の５つの領域において、総合的に支援します。
・子ども達とお家の方が一緒に通所します。ご家庭での支援の方法を伝え、子育てをサポートします。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

ポーテージ集団指導の中では、季節に沿った制作や活動（こいのぼりくぐり、七夕、バス遠足、芋掘り、ミニ運動会、クリスマス会、節分、発表会）など、いろいろな体験ができるように
プログラムが組まれています。小集団指導の中でも、季節や行事に沿った制作等を行っています。

送迎はありません。

家族支援

・親子での通所施設の為、活動を通じて相談や支援の方法をお伝え出来ます。
特にポーテージ発達相談では、自宅での支援の方法についてお伝えし、子育て
をサポートします。
・保護者の情報交換の場として、研修会や交流会を行っています。

移行支援

・就学についての懇談会を毎年2月ごろ開催しています。4月以降、教育委
員会との面談の調整や場所の提供などを行っています。
・実習体験では、学校を卒業した後の進路先になる就労移行支援事業所な
どの見学や作業体験を行っています。将来の見通しを促したり、社会での
マナーを学びます。

地域支援・地域連携

・年１〜２回の定期的な園訪問を行うなど、保育所や幼稚園などと連携を行っ
ています。また支援の時間に各園からの先生等の見学も随時受け入れていま
す。
・保健センターの補助として5歳児健診に参加しています。
・委員として市の自立支援協議会に参加しています。
・地域の児童発達支援事業等と、施設や指導の見学を受け入れる等の連携を
行ってます。
・教諭になるための学生に対して、介護等体験の受入れを行っています。

職員の質の向上

・基幹相談支援センター等が企画する研修に参加しています。
・集団支援の前には打ち合わせを行い、終了後には振り返りを行う中で、
指導員間で支援の方法等の検討を行っています。
・オンライン等の研修の周知を図り、研修を受ける体制を作っています。
・職員の自己研鑽の為に図書の購入を行っています。
・外部指導員による専門的な支援の方法等の研修を行ってます。

支　援　内　容

本
人
支
援

着替えや、排泄、食事等の身辺自立が進むように、現在お子さんの発達に応じて、本人が取り組みやすい方法で課題に取り組み技術の向上を図ります。また自宅での補助や援助の方法等を
お伝えし、家庭での子育てをサポートします。
生活リズムを整えたり、偏食等の困りごとの相談も可能です。

手先の巧緻性を高めたり、歩行や粗大運動等に取り組む中で、　いろいろな動作や活動の獲得を目指します。理学療法士や作業療法士が対応する支援の時間もあり、運動面を支援をしま
す。ポーテージ集団指導の中では、水や土、粘土、絵の具等、いろいろな感触を楽しんだり、遊びを通して、感覚を養う活動を取り入れています。投げる、跳ぶ、転がる等の運動遊びを行
い、全体的に体を動かす活動も行っています。
言語指導では口や舌の運動機能の向上や息の出し方など言葉につながる運動を行います。個別指導では、ハサミや紐結び等の手先の作業を行ったり、ストレッチや縄跳びなど苦手なことに
対しての取り組みも行っています。


